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令 和 ３ 年 度 第 ４ 回  

岡 山 市 男 女 共 同 参 画 専 門 委 員 会 要 旨  

 

 

１  日   時  令 和 ３ 年 １ ０ 月 ５ 日 （ 火 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 午 前 １ １ 時 ３ ３ 分  

 

２  場   所  ほ っ と プ ラ ザ ５ 階 会 議 室  

 

３  出 席 委 員  高 田 委 員 長 、 濱 西 副 委 員 長 、 貝 原 委 員 、 栢 野 委 員 、 岸 委 員 、 杉 本 委 員 、 藤

田 委 員 、 光 岡 委 員  

（ 欠 席 ： 中 塚 委 員 、 松 井 委 員 ）  

 

４  出 席 職 員  （ 市 民 協 働 局 ） 藤 井 次 長 、 奥 野 参 事 監  

（ 女 性 が 輝 く ま ち づ く り 推 進 課 ） 安 東 課 長 、 藤 原 担 当 課 長 、 繁 定 課 長 補 佐 、 神 﨑 主

査  

 

５  傍 聴 者  １ 人  

 

６  次   第  

（ １ ） 市 民 協 働 局 次 長 挨 拶  

（ ２ ） 議 事  

①第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン の 策 定 に つ い て （ 資 料 １ ）  

②第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 報 告 及 び 重 点 的 な 取 組 に つ い て （ 資 料 ２ ）  

（ ３ ） そ の 他  

 

７  配 付 資 料  

資 料 １  第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン 素 案  

資 料 ２  第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催 報 告  

（ さ ん か く 岡 山 主 催 事 業 チ ラ シ ）  

・ ピ ン ク リ ボ ン 講 演 会 「 あ な た や 大 切 な 人 が 乳 が ん に な っ た ら -知 っ て お き た い 治 療 の 最 前 線 - 」  

・ P I N K  R I B B O N 女 性 の か ら だ と セ ク シ ャ リ テ ィ 殿 村 任 香 写 真 展 1 0 . 8 C a n c e r b e a u t y  

・ パ ー プ ル リ ボ ン セ ミ ナ ー  イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン  

・ パ ー プ ル リ ボ ン セ ミ ナ ー （ ３ 回 シ リ ー ズ ） 講 演 会  

 

８  会 議 の 状 況  

（ １ ） 市 民 協 働 局 次 長 挨 拶  

・ 前 回 会 議 で は 、 基 本 理 念 か ら 施 策 の 方 向 性 ま で ご 承 認 い た だ き 、 具 体 的 施 策 や 数 値 目

標 、 成 果 指 標 に つ い て ご 意 見 を い た だ い た 。 本 日 は 、 そ れ ら と 併 せ て 市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ で

の 意 見 も 踏 ま え て 作 成 し た 素 案 に つ い て ご 審 議 い た だ き た い 。  

 

（ ２ ） 議 事  

議 事①  第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン の 策 定 に つ い て  

〇 説 明 内 容  

資 料 １ に つ い て 事 務 局 か ら 説 明 。  

〇 意 見 等  

・ 基 本 目 標 ５ 「 災 害 対 応 に お け る 男 女 共 同 参 画 の 促 進 」 の 成 果 指 標 に 女 性 消 防 団 員 数 、 女

性 防 災 士 の 割 合 を あ げ て い る が 、 防 災 組 織 に 占 め る 女 性 の 割 合 な ど 、 そ れ に 合 う よ う な

成 果 指 標 が 入 る と い い と 思 う が 、 難 し い の か 。 災 害 が 起 き た 時 の 避 難 所 運 営 が 女 性 も 参
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画 し て 行 わ れ る か が 重 要 な の で 、 危 機 管 理 室 に は 把 握 で き る よ う に し て も ら い た い 。  

→ 自 主 防 災 組 織 に お け る 女 性 の 割 合 は 成 果 指 標 と し て 使 い た か っ た の で 危 機 管 理 室 と 協

議 し た が 、 自 主 防 災 組 織 の 届 け 出 は 受 け て い る も の の 、 組 織 の メ ン バ ー 表 の 提 出 ま で 求

め て い な い た め 、 女 性 割 合 を 把 握 で き な い こ と 、 ま た 自 治 組 織 で あ る た め 、 市 が メ ン バ ー

の ４ 割 を 女 性 に す る よ う 言 う 訳 に も い か な い 等 の 理 由 か ら 、 成 果 指 標 に す る の は 難 し い 。

な お 、 市 の 防 災 会 議 に つ い て は 、 以 前 の 専 門 委 員 会 で ４ 割 を 下 回 っ て い た た め 審 議 し 、

担 当 課 に 説 明 を 求 め た こ と が あ る が 、 現 在 は ４ 割 を 超 え て い る 。  

・ 以 前 の 会 議 で 要 望 し て い た 町 内 会 の 補 助 金 申 請 に 際 し 、 男 女 共 同 参 画 の 観 点 か ら 運 営

メ ン バ ー を 選 出 す る よ う な 内 容 が 主 な 事 業 に 加 え ら れ て い る こ と は 良 か っ た が 、 成 果 指 標

に も 表 さ れ る と 良 い と 思 う 。 各 区 役 所 の 総 務 ・ 地 域 振 興 課 が 区 づ く り 事 業 を し て い る が 、 そ

の 募 集 要 項 に 運 営 メ ン バ ー へ の 女 性 の 参 画 に つ い て 一 文 入 れ る こ と は 難 し い か 。  

→ 各 区 役 所 で 行 っ て い る 区 づ く り 事 業 の 要 項 を 所 管 し て い る の が 市 民 協 働 企 画 総 務 課 で

あ り 、 要 項 に 一 文 加 え る こ と で 調 整 済 み で あ る 。  

・ 消 防 団 に 補 助 金 を 出 し て い る の で あ れ ば 、 消 防 団 を 組 織 す る と き に は 防 災 士 の 資 格 を 持

っ た 女 性 を 加 え る よ う 働 き か け て も 良 い の で は 。  

→ （ 消 防 団 の 所 管 課 で あ る 消 防 企 画 総 務 課 に 後 日 確 認 し た 内 容 ） 消 防 団 へ の 女 性 の 加 入

の 促 進 に つ い て 、 消 防 団 活 性 化 計 画 の 中 で 女 性 が 活 動 し や す い 環 境 づ く り 等 、 消 防 局 と

し て 取 り 組 ん で い る 。 （ な お 、 防 災 士 資 格 に つ い て は 、 日 本 防 災 士 機 構 が 男 女 問 わ ず 分

団 長 以 上 の 職 歴 を 持 つ 団 員 を 対 象 と す る 特 例 制 度 を 設 け て 取 得 を 促 進 し て い る 。 ）  

・ 数 値 目 標 「 市 の 実 施 す る エ イ ズ ・ 性 感 染 症 ・ 性 教 育 に 関 す る 出 前 講 座 開 催 数 」 が 上 が っ

て い る が 、 回 数 で 評 価 す る こ と に ど ん な 効 果 が あ る の か 分 か ら な い の だ が 、 ど の よ う に 考

え て い る の か 。  

→ 数 値 目 標 は 行 政 が 事 業 を 行 う 上 で 目 標 と す る 数 値 。 毎 年 こ れ だ け は 啓 発 し よ う と い う 目

標 で 、 ど う い う 効 果 が あ っ た か を 見 る も の で は な い 。 こ の 数 値 目 標 は 第 ４ 次 さ ん か く プ ラ ン

か ら 引 き 続 き 採 用 し て い る 。  

・ リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ ・ ヘ ル ス ／ ラ イ ツ は 世 界 共 通 の 重 要 な テ ー マ で 、 日 本 が 遅 れ て い る と こ

ろ 。 ３ ３ ペ ー ジ に 初 め て 出 て く る が 、 も っ と 上 の 層 に 入 れ る こ と が で き な い か 。 ま た 、 県 の 女

性 健 康 支 援 セ ン タ ー の よ う な 女 性 の 健 康 に 特 化 し た 担 当 部 署 が あ る の か 。  

→ 県 の よ う な 部 署 は な い 。  

・ 基 本 目 標 ６ で 「 Ｄ Ｖ や 性 暴 力 ・ 性 犯 罪 の 防 止 と 被 害 者 支 援 」 の 中 で 出 て く る 「 Ｄ Ｖ 」 に 「 な

ど 」 が 付 い て い な い 。 Ｄ Ｖ 防 止 法 等 で も 「 Ｄ Ｖ な ど 」 と な っ て い る 。  

→ （ 会 議 後 に 確 認 ） Ｄ Ｖ 防 止 法 （ 配 偶 者 か ら の 暴 力 の 防 止 及 び 被 害 者 の 保 護 等 に 関 す る 法

律 ） を 確 認 し た が 、 「 Ｄ Ｖ 」 に あ た る 「 配 偶 者 か ら の 暴 力 」 に 「 等 」 の 文 言 は 付 い て い な い 。

な お 、 第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン に お い て は 、 「 Ｄ Ｖ 」 の ほ か 「 デ ー ト Ｄ Ｖ 」 、 「 性 暴 力 ・ 性 犯 罪 」

を 含 む 文 脈 で は 「 Ｄ Ｖ 等 」 の 表 記 を 用 い て い る 。 （ 素 案 ４ ８ ペ ー ジ ７ 行 目 ）  

・ 若 年 女 性 の 視 点 が プ ラ ン に 1 か 所 も 見 え な い 。 （ ４ ８ ペ ー ジ や ５ ２ ペ ー ジ に は 「 若 年 層 」 と

い う 言 葉 は 出 て く る 。 ） コ ロ ナ 禍 で 学 校 な ど ど こ に も つ な が っ て い な い 若 年 女 性 が 問 題 だ

と 思 う の で 入 れ る べ き 。 そ の よ う な 実 態 を 把 握 す る 事 業 も 必 要 か と 思 う 。  

・ 基 本 目 標 ８ か ９ に 、 岡 山 市 内 の 民 間 企 業 の 管 理 職 割 合 が ど の よ う に 推 移 し て い る か を 表

す グ ラ フ が あ る と 、 状 況 が 分 か っ て 良 い 。  

 

議 事 ② 第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 報 告 及 び 重 点 的 な 取 組 に つ い て  

〇 説 明 内 容  

資 料 ２ に つ い て 事 務 局 か ら 以 下 の 内 容 を 説 明 。  

・ ９ 月 に ３ 回 開 催 し た 市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ で 9 つ の 基 本 目 標 の う ち 、 特 に 大 切 だ と 思 う も の を

選 ん で も ら っ た と こ ろ 、 「 ２ ． 固 定 的 な 性 別 役 割 分 担 意 識 の 解 消 」 「 ４ ． 困 難 を 抱 え る 女 性

へ の 支 援 」 「 ９ ． 政 策 ・ 方 針 決 定 過 程 へ の 女 性 の 登 用 と 参 画 拡 大 」 が 上 位 ３ つ に 選 ば れ

た 。  
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・ 空 欄 に な っ て い る １ ３ ペ ー ジ に は 、 基 本 目 標 の 中 か ら 重 点 的 に 取 り 組 む も の を 挙 げ て い き

た い の で 、 ご 意 見 を お 願 い し た い 。  

〇 意 見 等  

・ 基 本 目 標 １ ， ２ は 大 前 提 と し て と て も 大 事 。 私 は ９ が 非 常 に 大 事 だ と 思 っ て い る 。 ワ ー ク シ

ョ ッ プ で の 意 見 に 異 論 は な い 。  

・ 継 続 し て い く も の と 、 そ の 時 重 点 的 に す る も の と が あ る 。 基 本 目 標 ５ は 重 点 目 標 と し て 入

れ て ほ し い 。  

・ 基 本 目 標 １ に つ い て 。 「 ジ ェ ン ダ ー 」 と い う 言 葉 が 浸 透 し つ つ あ る 。 行 政 は あ ま り 「 ジ ェ ン ダ

ー 」 を 使 わ な い が 、 分 か り や す い 国 際 用 語 な の で 、 積 極 的 に 使 う べ き で は な い か 。  

・ ワ ー ク シ ョ ッ プ で の 意 見 の 中 で 、 若 者 を 加 害 者 に し な い 取 組 が 必 要 と あ る が 、 無 知 が ゆ え

に 加 害 者 な る と い う こ と が 問 題 だ と 思 う の で 、 早 め の 教 育 な ど 大 人 が 関 わ る と い う こ と が 大

事 だ と 思 う 。  

・ 重 点 目 標 ６ の Ｄ Ｖ や 性 犯 罪 被 害 者 支 援 が 得 票 １ だ が 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 参 加 者 が そ う い っ

た 問 題 か ら 遠 い 人 が 多 か っ た の か な と い う 気 が す る 。 （ ６ が 入 っ て い る ） 基 本 理 念 Ⅱ は 「 住

み よ い ま ち 、 住 み た い ま ち 」 の 「 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会 」 の 基 礎 と な る の で 外 せ な い と 思

う 。  

・ 基 本 目 標 ４ や ６ は 早 く 取 り 組 ん だ 方 が い い と 思 う 。 ８ ， ９ は 会 社 で 何 か や ら な い と い け な い

と 分 か っ て い る が で き な い と こ ろ も 多 い と 思 う の で 、 市 が 推 奨 す る こ と で 進 ん で い く か と 思

う 。  

→ 基 本 目 標 ２ 、 ４ 、 ９ に つ い て は 重 点 的 に 取 り 組 ん で 行 き た い と 思 う 。 得 票 数 は 少 な か っ た

が Ｄ Ｖ や 性 暴 力 ・ 性 犯 罪 防 止 は 大 切 な 部 分 な の で 引 き 続 き 取 り 組 ん で 行 き た い 。 先 日 開

催 し た 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 で は 、 メ ン バ ー の 商 工 会 議 所 の 方 か ら は 非 正 規 雇 用 の 労 働

者 の 状 況 が 厳 し い と の ご 意 見 も あ っ た 。 ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 こ の 会 議 、 推 進 協 議 会 で の ご 意

見 を 基 に こ の 重 点 的 な 取 組 に つ い て 記 載 し て い き た い 。  

・ 表 記 等 に つ い て の ご 指 摘 は 、 後 日 ペ ー パ ー で い た だ く こ と に 。  
 

 

（ ３ ） そ の 他  

① 次 回 （ 第 ５ 回 ） 開 催 予 定→１ １ 月 ８ 日 （ 月 ） で 調 整 、 欠 席 者 に 確 認 し 、 後 日 連 絡  

② さ ん か く 岡 山 主 催 事 業 に つ い て 藤 原 館 長 よ り チ ラ シ の 説 明  


